
凡

例

一、
本
史
は
昭
和
五
十
六
年三
月
に
刊
行
さ
れ
た
滝
川
市
史
上
・
下
巻
の
続
巻
と
し
て、
お
お
む
ね
昭
和
五
十
五
年
一
月
から
平
成二
年
十二
月

末
ま
で
の
記
事
を
記
載
し
て
い
る
が、
資
料
集
録
の
関
係
で
一
部
に
つ
い
て
は
昭
和
六
十三
年
度
ま
で
の
部
分
も
あ
る
。

一、
年
表
に
つ
い
て
は
下
巻
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
修
正
、
補
足
の
う
え
全
部
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
平
成二
年
十
二
月
末
日
ま
で
記
載
し

た。

一、
編
・
章
・
節
は
原
則
と
し
て
上
・
下
巻
と
同
じ
にし
た
が、
続
巻
の
性
格
上
関
係
の
な
い
編
・
章
・
節
の
内
容
は
省
略
し
て
上
・
下
巻
と
の

関
連
を示
す
に
と
ど
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
し、
必
要
に
よ
っ
て
は
章
・
節
を
新
設
し
た
り
、
補
説
と
い
う
形
式
を
と
った
箇
所
も
あ
る
。

一、
本
史
は、
補
遺
版
と
し
て
の
性
格
も
併
せ
も
ち、
上
・
下
巻
に
収
録
さ
れ
た
記
事
の
中
で
欠
け
た
部
分
や
誤
り
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
補

足
・
訂
正
を
し
て
い
る
。

一、
記
述
の
一
部
に
は、
上
・
下
巻
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に、
昭
和
五
十
五
年
以
前
の
史
実
も
記
載
し
て
、
理
解
を
深
め
る
手
が
か

り
と
し
た
箇
所
も
あ
る
。

一、
写
真
は、
上
・
下
巻
と
重
複
し
な
い
よ
う
つ
と
め
た
。

一、
そ
の
他
、
記
載
上
の
こと
に
つ
い
て
は
上
・
下
巻
と
同じ
で
あ
る
。





引
用
又
は
参
考
文
献(五

十
音
順)

上
・
下
巻
分
は
別
途

朝
日
新
聞

あ
ゆ
み
(滝
川
市
民
生
委
員
記

地
方
高
等
職
業
訓
練
校
)

市
史
外
伝
(滝川
市
開
基
一

〇
年
記
念
誌
)

石
狩
川
治
水
八
十
年

念
誌)

石
狩
日
誌

稲
の
道
(空
知
土
地
改
良
区
記

念
誌
)

雨
竜
町
史

江
部
乙
屯
田
兵
の
記
録

江
部
乙
町
史

江
部乙
農
民
協議
会二
十
年の

歩
み

簡
約
松
浦
武
四
郎
自
伝

協
同
四十
年
の
あゆ
み
(江
部

乙
町
農
協
)

広
域
消
防十
年の
あ
ゆ
み

広
報
た
き
か
わ

事
業
内訓
練二
十
五
年
(滝
川
一
そう
ら
っぷ
ち
(滝川
市
郷土

研
究
会
編
)

空
知
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
二
十

周
年
記
念
誌)

空
知
教
育
研
究
所
創
立
三
〇
周

年
記
念誌
(日
就
月将)

第
四
十
四
回
国
民
体
育
大
会
報

告
書

高
畑
利
宜
遺
記
録

滝
川
町
史

滝
川
市
史
(昭
和
三
十
七
年
刊
)

滝
川
小
史
わ
が
ふ
る
さ
と

情
熱
と
和
の
軌
跡
(國
學
院
女

子
短
期
大
学
開
学
記
念
誌
)
滝
川
屯
田
兵
第二
大
隊
第三
中

隊
記
録

滝
川
市
議
会
議
決
書

滝
川
市
例規
類
集

滝
川
市
事
務
概
要
調

「滝
川
市
の
統
計

滝
川
市
立
病
院
五
十
年
記
念
誌

滝
川
市
立
高
等
看
護
学
院
創
立

か
ら
の
あ
ゆ
み

滝
川
市
農
業
協
同
組
合
創
立
四

〇
周
年
記
念
誌

滝
川
高
等
学
校
創
立
五
十
年
記

念
誌

滝
川
火
力(
滝
川
発
電
所
記
録
)

滝
川
文
学

中
空
知二
十
年
の
歩
み
(中
空

知
広
域
市
町
村
圏
組
合
他
)

滝
川
二
世
紀
を
拓
く
高
速
道

滝
川
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

不
戦
の
誓
い
(滝
川
市
終
戦
四

念
誌
)

ゆ
う
べ
お
っと

(江
部
乙
町
文

化
団
体
連
絡
協
議
会
機
関

プ
レ
ス
空
知

北
海
道
蝦
夷
語
地
名
解

北
海
道
地
名
大
辞
典

滝
川
の
教
育
(滝
川
市
教
育
委
北
海
道
毎
日
新
聞
(明
治
年
間)

北
海
タイ
ム
ス

北
海
道
新
聞

北
海
空
知

北
海
道
年
鑑

ま
ぼ
ろ
し
の
ま
と
い
(滝
川
消

防
団
第三
分
団
記
念
誌
)

豊
頃
町
史
追
補
版

屯
田
移
住
百
年
記
念
誌
(滝
川

屯
田
兵
遺
徳
顕
彰
会
編)

水
の歩
み
(滝
川
市
水
道三
十

年
記
念
誌)

み
ん
な
で
築
い
た
滝
川
(滝
川

市
・
江
部
乙
町
合
併
十
年
記

滝
川
商
工
会
議
所三
十
五
年
の

十
年
記
念
誌
)

あ
ゆ
み

た
き
か
わ
の
文
化
四
〇
年
(滝

川
市
文
化
協
会
編
)

滝
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立

三〇
周
年記
念
誌

鉄
道
電
気
年
鑑
一
九
八
八
年
版

天
理
教雨
竜
大
教会
史
(第一

毎
日
新
聞

巻
)

員
会
編)

読
売
新
聞

誌
)

殖
民
公
報

し
れ
に
あ
(滝
川
市
職
員
研
修

誌
)

新
十
津
川
町
史

砂
川
市
史

市
制
と
発
展
の
軌
跡
(市
制
三

十
周
年
記
念
誌
)

市
政
盤
石
の
礎
(佐
久
間
先
生

の
遺徳
を
偲
ぶ)

社
会
福
祉
事
業
団
発
足
十
年
記

念
誌





滝

川
市
史
続
巻
目

次

凡

例
引
用
又
は
参
考
文
献

・・<上二
〇
>

第
三
章

三
県
一
局
時
代

第
四
章
北
海
道
庁
時
代

第
一
節
北
海
道
庁
の
成
立
と
新
政
策・

第
二
節
北
海
道
十
年
計
画
と
そ
の
実
績・

第
一
期
拓
殖
計
画・

第
三
節

第
四
節
第
二
期
拓
殖
計
画・

・<上
二
五>

・<上
二
五
>

<
上二
六
>

・<上
二
七
>

・<上
二
三>

第
一
編
北
海
道
抄
史

第
一
章
蝦
夷
地
時
代

第
一
節
古
代
の
北
海
道・

第
二
節
和
人
の
移
住
・

第
三
節
蝦
夷
地
の
管
領
・・・・

松
前
藩
の
確
立
と
蝦
夷
地
開
発
の
情
勢・

第
五
節
江
戸
幕
府
の
直
轄
時
代
・

松
前
氏
の
復
領
と
対
露
問
題

幕
府
の
再
管
領…

・<上
一
二
>

<
上
一
〇
>

<
上
九
>

<
上
六
>

<
上
四
>

第
五
章
北
海
道
時
代

第
一
節
戦
後
緊
急
開
拓
時
代
・

北
海
道
総
合
開
発
計
画
・

第
三
節

第
四
節

第
二
節
第
二
期
道
総
合
開
発
計
画

第
三
期
道
総
合
開
発
計
画
・

第
五節

新
北
海
道
総
合
開
発
計
画・

空
知
の
概
要

空
知
の
沿
革
・・

・<上
一
九
>

・<上
一
五
>

第
二
節
空
知
の
概
況
・・・

<
上
三
九>

<
上
三
八
>

<
上
二
九
>

<
上
三
三
>

<
上
三
〇
>

<
上
三
四
>

・<
上
三
五
>

第
二
章
開
拓
使
時
代

第
一
節
箱
館
裁
判
所
(府
)
の
開
設
…

奥
羽
騒
乱
と
五
稜
郭
の
平
定
・

第
二
節
開
拓
使
設
置
と
道
・
国
・
郡
の
命
名・

第
三節

第
四
節
開
拓
使
の
新
政
と
諸
藩
分
領

目
次

1

<
上
一四
>

<
上
一
四
>

第
一節

第
六章

第
五
節
開
拓
使
十
年
計
画
と
そ
の
成
績・

<
上
三>

<
上
三>

第
六
節

第
七
節

第
四
節



目

次

第
二
編

自

第
一
章

地位
置
・
面
積
: 誌

拓

第
三節

滝
川
の
植
物・

第
二
節
滝
川
の
動
物
・・・・・

第
一
節
昔
の
動
植
物
に
つ
い
て
・

・<上
一
八三
>

<
上
一八
三
>

第
一
章
屯
田
兵
の
起
源

第
一
節
屯
田
の
語
句
…

第
二
節
屯
田
兵
制
の
起
こ
り
・

第
二
章
屯
田
兵
制
度

屯
田
兵
の
諸
規
定

屯
田
事
務
局
設
置
と
屯
田
兵
の
服
役
・
給
与…
<
上
一
八
九>

第
二
節

第
三
節
屯
田
予
備
兵
の
制
度

<
上
一
九〇
>

第
三
編

開

第
一
章
先
住
民
族

第
一
節
日
本
の
人
種…

<
上
九
一>

<
上
七
七>

<
上
八
二
>

・<上
八
五
>

第
二節

本
道
の
先
住
民
族
・・・

第
三
節
滝
川
に
お
け
る
先
住
民
族
…

「
滝
川
と
ア
イ
ヌ
・・・

「ア
イ
ヌ
語
地
名
と
そ
の
語
源
:

・<
上
一
一四
>

第
二
章
開
村
以
前

場
所
と
運
上
金
:

初
期
の
探
検
時
代
…

松
浦
武
四
郎
と
滝
川
・・

開
拓
使
時
代
の
行
政
区
域
…

第
四
節

明
治
時
代
の
探
検
調
査
…

集
治
監
と
囚
人
使
役
・・・・

・<上
六
一
>

第
五
節

1
気
温
2
雨
量
3
霜
・
雪
4
天
候
5
地温・

水
温

・八
第
六
節

第
七
節

第
二
章
気

第
一
節
気
象
観
測

象

地

応
用
地
質
(地下

資
源
)

質
・
勢

面
積
の
変
更

第
一節

第
二
節
地

第
三
節

第
四節

・<
上
一
二三
>

<
上
一二
六>

<
上
一
三
一>

十
津
川
移
民
・

<
上
一
四
六
>

<
上
一
六
八>

第
四
編

屯
田
兵
制

第
二
節
岩
見
沢
測
候
所
滝
川
気
象
通
報
所・

第
三
章
生

物

<
上
七
五
>

<
上
四
五
>

<
上
四
五
>

・<上
五
〇
>

・・・七

然

2
<
上
九
二>

・<上
九
五>

第
四
節

第
五
節

第
一
節

第
二
節

第
三
節

<
上
一
一九
>

・<上
一二
一>

・<上
一〇
三
>

<
上
一
八
七
>

第
一
節



第
四
節
屯
田
兵
の
消
長
沿
革・

制
度
の
改
正
と
第
七
師
団
へ
の
従
属
・

第
五
節

第
六
節
屯
田
兵
の
召
募
・
配
備…

<
上
一
九
六>

第
三
章

滝
川
屯
田

第
一
節
南
・
北
滝
川
屯
田
兵
村
設
置
の
経
緯
…

第
二
節
空
知
太
屯
田
兵
の
募
集…

第
三
節

第
四
節

第
五節

十
津
川
移
民
の
屯
田
兵
応
募・

屯
田
兵
の
受
入
準
備・

滝
川
屯
田
兵
の
移
住
・

滝
川
屯
田
兵
氏
名
及
び
編
制・

第
六
節

第
四
章
江
部
乙
屯
田

第
一
節
江
部
乙
屯
田
兵
の
募
集
・

第
二
節
江
部
乙
兵
村
の
受
入
準
備・

第
三
節

江
部
乙
屯
田
兵
の
移
住
・・・・

・二
五

第
四
節
江
部
乙
屯
田
兵
氏
名
及
び
編
制・・

屯
田
兵
村
別
開
墾
成
績
。

補
説
二
滝
川
屯
田
と
江
部
乙
屯
田
の
開
墾
達
成
度
・

・二
六

補
説
一

補
説三

開
墾
成
績
の
悪
い
他
兵
村
に
つ
い
て・

屯
田
兵
の
後
継
者
や
子
孫
の
現
況
…

滝
川
屯
田
兵
遺
徳
顕
彰
会
屯
田
兵
の
子
孫
江
部
乙
屯
田
親
交
会

江
部
乙
屯
田
兵
の
子
孫

二
七

第
五
章

第
一
節
兵
村
の
制
度
と
活
動

屯
田
移
住
民
到
着
後
の
諸
給
与・・

第
二
節
兵
村
の
自
営
的
諸
制
度
と
組
織
…

第
三節

屯
田
兵
の
服
務
・
練
兵
及
び
生
活
・
日
課・
…
<
上二
八
六
>

第
四
節
屯
田
兵
の
従
軍
・

第
五
節

屯
田
歩
兵
第
二
大
隊
日
誌
・

開
拓
営
農
・・・・

第
七
節
屯
田
兵
恩
給
・・

第
八
節
屯
田
兵
談
話
及
び
座
談
会…

・<
上
二
六
八
>

八

<
上
二
七
四
>

・<上
二
九
二
>

<
上
二
九
九>

<
上三
〇
八>

・<
上
三
一二
>

<
上
三
一五
>

第
五
編

行

政
第
一
節
地
方
行
政
の
概
況

空
知
郡
空
知
太
…

第
三
節

行
政
区
域
の
変
遷・

第
四
節
戸
長
役
場
時
代…

第
五
節
歴
代
戸
長
:

二
級
町
村
制
時
代…

一
級
町
村
・
町
制
時
代・

第
八
節
市
制
時
代
…

第
九
節
江
部
乙
地
区
の
分
村
…

<
上三
九八
>

補
説四

<
上
一
九二
>

<
上
一
九
六>

<
上
二
〇
六
>

・<上二
〇
九
>

・<上二
二
二>

<
上二
一
五>

<
上二
二
七
>

<
上二
三
二
>

政

・<上
三
二
七
>

・<上三
二
九
>

・<
上
三
三
二
>

・<上
三
四
一>

<
上三
四
六>

・<
上
三
六
〇
>

<
上
三
六
三
>

<
上三
八三
>

目
次

30

<
上
二
四三
>

・ヘ
上
二
四
七
>

<
上
二
五
〇
>

<
上
二
六
〇
>

・二
七

第
六
節

第
七
節

第
一
章
行

第
二節

第
六
節



目

第
十
節
二
級
町
村
制
江
部
乙
村・

一
級
町
村
制
江
部
乙
村・

町
制
施
行
江
部
乙
町・

第
十
一
節

第
十
二
節

第
十
三
節
滝
川
市
・
江
部
乙
町
の
合
併
・・

補
説
一
幻
の
夕
張
外
四
郡
役
所・

補
説
二
合
併
以
前
の
行
政
形
態
と
首
長

・・・三
七

1
滝
川
村
戸
長
役
場
時
代
2
二
級
町
村
制
滝
川
村
3
一
級
町

村
制
滝
川
村
4
滝
川
町
5
滝
川
市
6二
級
町
村
制
江
部
乙

村
7
一
級
町
村
制
江
部乙
村
8
江
部
乙
町
9
滝
川
市
(合

併
以
降)

滝
川
市
の
歴
代
市
長・
助
役
・
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立
病
院
特
別
会
計
:

第
七
節
江
部
乙
国
民
健
康
保
健
病
院
特
別
会
計:

二
一
八

滝
川
市
病
院
事
業
会
計
:

上
水
道
特
別
会
計

基
本
財
産
特
別
会
計
及
び
市
有
財
産
…

・一
三
四

第
四
章
納

税
納
税
奨
励
と
納
税
組
合
:

第
一
節

第
二
節
納
税
貯
蓄
組
合
名
・・・・・

第
三
節

滝
川
税
務
署
・・・

第
一
章
保
健
・
衛
生

第
一
節
開
拓
期
の
医
療
・・

伝
染
病
と
衛
生
組
合・・

戦
後
の
伝
染
病
の
概
況
衛
生
組
合
滝
川
市
地
域
衛
生
協
力
連

合
会
伝
染
病
予
防
接
種
の
実
施
内
容
滝
川
市
衛
生
推
進
協
議

次

7

目

:
一六
三

二
四
二

:二
四
八

第
七
節

・・二
五
〇

第
十
節

二
二二二二
二
一
九

二
一
七

二
一
五

二
一
四

二
一
三

・一一
一
一

・二
三
一

・二三二二六八

二三
七

第
三節

開
業

医
:

第
六
節

第
八
節

第
九
節



目 目
次

第
二
節
民
生
委
員
:

全
国
大
会
で
の
受
彰
民
生
委
員
数
の
増
員
民
生
委
員
協
議
会

の
結
成
と
地
区
制
の
改
正

各
部
会
制
度
最
近
の
活
動
状
況

と
問
題
の
傾
向
歴
代
民
生
委
員
民
生
委
員
推
せ
ん
会

・・二
九
〇

社
会
福
祉
活
動
・
組
織・

2
滝
川
市
遺
族
会
3
戦
没

第
三
節

1
戦
災
者
・
引
揚
所
援
護
(略)

者
遺
族援
護
・
恩
給法
請
求
事
務
4
募
金
活動
<
日
本
赤
十字

社
と
募
金
共
同
募
金
赤
十
字
北
海
道
大
会>

5
滝川
市
社

会
福
祉
協
議
会
6
滝
川
市
結
婚
相
談
員

・・二
九
九

第
四
節
社
会
福
祉
施
設
・・

1
総
合
福
祉
セン
ター

2
老
人
福
祉
施
設
<
滝
川
市
老
人

福
祉
セン
ター

滝
川
市
中
央
老
人
福
祉
セン
ター

緑
寿
園

滝
川
市
デ
イ
・
サー
ビ
ス
セン
タ
ー
滝
川
市
三
世
代
交
流
セン

タ
ー
ソ

3
身
体
障
害
者
の
た
め
の
総
合
福
祉
施
設

害
者
福
祉
セン
タ
ー
地
域
ふ
れ
あ
い
セン
ター

身
体
障
害
者

公
営
住
宅
滝
川更
生
園
滝
川
新
生
園>

4
公
益
質
屋
5

滝
川
市
民
会
館

<
身
体障

第
五
節
保
育
園
・
保
育
所
:

経
営
の
保
育
所
4
保
育
内
容
の
充
実

第
六
節
公
営
住
宅
な
ど
・

公
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

第
七
節
公

社
等
・

株
式
会
社
滝
川
振
興
公
社
振
興
公
社
の
事
業
概
況
学
生
会
館

そ
の
他
の
賃
貸
施
設
滝
川
市
土
地
開
発
公
社
株
式
会
社
滝
川

農
業
開
発
公
社
株
式
会
社
滝
川
リ
ゾ
ー
ト
開
発

…二三二二六

第
三
章
上
水
道
・
下
水
道
事
業

第
一
節
上
水
道
設
置
以
前
の
飲
料
水・

第
二
節
滝
川
市
上
水
道
…

第
五
期
拡
張
事
業
有
収
率
の
向
上
江
部
乙
地
区
簡
易
水
道
事

業
第
六
期
拡
張
事
業
水
道
料
金
の
改
訂
中
空
知
広
域
水
道

企
業
団の
設
立
水
道事
業の
沿
革一
覧

・・三三
九

第
三節

下
水
道
整
備
・・・

下
水
道
整
備
の
あ
ゆ
み
公
共下
水
道
第
四
期
工
事
公
共
下
水

道
第
五
期
工
事
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
工
事
下
水
道
審

査
委
員
会
の
廃
止
水
洗
化
の
状
況
下
水
道
使
用
料
改
定
石

狩
川
流
域
下
水
道
事
業

第
八
編

産
業
・
経
済

第
一
章

農
第
一
節
屯
田
兵
時
代
の
農
業
・

作 拓: ・ 業

<
下
三
>

<
下
四
>

:三
四
九

米
の
生
産
調
整
と
稲
作
転
換
事
業
転
作
等
の
実
施
面
積
作
物・三
五三

作
・

第
四
節
畑
1

畑
作
の
推
移
2
主
要
作
物
の
現
況
3
そ
菜
の
現
況

第
五
節

1
果
樹
2
花
卉

芸
…

第
六
節
農
産
加
工
:

北
海
あ
い
が
も
滝
川
市
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
東
滝
川
地
区
研 三
五
七

三
五
五

降
の
米
一
俵
価
格
表

別
転
作
面
積
水
稲
の
作
付
面
積
と
収
穫
量
昭
和
五
十
三
年
以

第
二
節
開

1
私
設
保
育
園
の
概
要
2
市
立
保
育
所
3
社
会
福
祉
事
業
団

・・三
一
四

第
三
節
稲

:三一
八

・

8
:二
八
三



:三
七
七

業
・

森
林・
林
業を
めぐ
る
情
勢

源
の
趨
勢
滝
川
市
の
林
業

の動
向
(3)「北

海
道
の
森
」
造
成>

北
海
道
の
動
向
北
海
道
森
林
資

八
(1)森

林
組
合
の
解
散
2)最
近

滝
川
林
務
署
歴
代
署

長

第
十
六
節
内
水
面
漁
業
・

養
鯉
地
引
網
等
によ
る
採
捕許
可

第
十
七
節
関
係
諸
機
関
・・・

札
幌
統
計
情
報
事
務
所
滝
川
出
張
所
北
海
道
食
糧
事
務
所
滝
川

支
所
北
海
道立
滝川
畜
産試
験
場
組
織・
機
構
研
究分
野

の
概
要
空
知
支
庁
空
知
東
部
地区
農
業
改
良
普
及
所
北
海
道

立
植
物
遺
伝
資
源
セ
ン
ター

植
物
遺
伝
資
源
確
保
の
必
要
性

業
務
概
要
施
設
組
織
及
び
分
坦
歴
代
場
長
中
空
知
農
業

共
済
組
合
目
的
事
業
の
種
類
組
合
の
構
成
滝
川
市
園
芸
セ

ン
ター

滝
川
市
農
業
試
験
地
東
滝
川
地
区
転
作
研
修
セ
ン
タ

1
株
式
会
社
滝
川
農
業
開
発
公
社
空
知
土
地
改
良
区
江
部

乙
土
地
改
良
区
旭
沢
土
地
改
良
区
滝
川
市
農
業
協
同
組
合

江
部
乙
町
農
業
協
同
組
合
部
門
別
生
産
団
体

:
三三
九
一

第
十
八
節
農
政
一
般
:

1
滝
川
市
農
業
生
産
総
合
振
興
計
画
2
そ
の
他
農
政
一
般
<
農

業
組
合、
各
種
生
産
集
団
に
対
す
る
指
導
、
各
種
農
業
団
体
へ
の

助
成、
農
業
後
継
者
対
策、
三
・
八
運
動、
農
業
ま
つ
り、
ふ
れ

あ
い
農
園、
滝
川
市
農
村
情
報
連
絡
施
設
>

農
業
主
要
統
計
・

普
及
台
数

農
家
戸
数
・
人
口、
主
要
作
物
別
作
付
面
積
の
収
穫
高、
農
機
具

・・四
〇
一

目
次 1
馬

2
牛
<1)乳

用
牛
(2)肉
用
牛
>
肉
用
牛
の
飼
育
奨

・・・・三
七
一

第
十
四
節
畜

第
十
三
節

第
十
二
節

1
事
業
名
2
事
業
の
目
的
3
地
区
農
業
の
現
状
と
課
題
4

事
業
導
入
の
基
本
方
針
5
地
区
の
農
業
構
造
改
善
事
業
の
構
想

6
具
体
的
事
業
計
画
<
農
林
漁
業
体
験
実
習
館
野
外
緑
地
広
場

野
営
場
等
林間
休
養
施
設
体
験
農
園
地
等
管
理施
設
体
験
農

園
、
学
童
農
園
構
造
改
善
推
進
事
業>

農
地
制
度
(戦
前
の
制
度
)

農
地
改
革
(戦
後
の
制
度
)

:三
六
八

・ヘ
上
一
〇
九
>

農
業
委
員
会
農
業
振
興
条
例
の
制
定
農
業
振
興
委
員
会
農

業
振
興
補
償
融
資
委
員
会

産
…

市
営
牧
場
3
豚
4
養
鶏
5
あ
い
が
も

励

第
七
節
農
業
災
害
・・・

昭
和
五
十
四
年
昭
和
五
十
五
年
昭
和
五
十
六
年
昭
和
五
十

八
年

三
六
〇

第
八
節
土
地
改
良
・

1
か
ん
が
い
排
水
事
業
へ(1)国

営
事
業
2)道
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
(3)道
営
排
水
対策
特
別
事
業
()道
営
用
排
水
施
設
整
備

事
業>

2そ
の
他の
改
良
事
業
(1)道
営圃
場
整
備
事
業
2)

道
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
(33)旭
沢
土
地
改
良
区
受
託
業
務

(4)江
部
乙
土
地
改
良
区
受
託
業
務
(6)農
地
造
成
改
良
事
業
>

・・三
六
二

第
九
節

圃
場
整
備
事
業
草
地
造
成
改
良
事
業
農
道
整
備
事
業
総
合

事
業
に
お
け
る
農
道
整
備
分

第
十
節
農
業
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業・

第
十
一節

新
農
業
構
造
改
善
事
業:

・・三
六
六

:三
六
五

第
十
九
節

・・三九
七

第
二
十
節
農
民
運
動
・

6

修
セン
ター

滝
川
農
業
開
発
公
社
丸
加
高
原
伝
習
館
空
知

ワ
イ
ン
滝
川
ワ
イ
ン

…
三
五
九

第
十
五
節
林

:
三
八
〇

・・三
八
一

農
業
の
構
造
改
善
…



目

次

1
戦
前
の
農
民
運
動
と
滝
川
・
江
部
乙
の
動
向
2
戦
後
の
農
民

運
動
3
農
民
組
織
の
変
遷
4
組
織
活
動

第
二
章

工

株
式
会
社
種
田
コン
クリ
ー
ト
工
業
所、
不二
建
材
株
式
会
社、

株
式
会
社
上
田
コン
ク
リー
ト
工
業
所、
上
田
生
コ
ン株
式
会

社、
大
栄
産
業
株
式
会
社、
タ
キ
生
コ
ン株
式
会
社、
株
式
会
社

北
海
道
興
産
空
知
営
業
所、
ミ
ュ
キ
洋
服
株
式
会
社
滝
川
工
場、丸

井
ニ
ッ
ト
株
式
会
社
滝
川
工
場、
株
式
会
社
テ
ィ
エー
ル、
株
式

会
社
楽
楽
食
品
北
海
道
滝
川
工
場、
有
限
会
社
大
沢
商
店、
有
限

会
社
雨
竜
商
会、
工
業
概
況

業

・

ト
ラ
ッ
ク
協
会
滝
川
支
部、
日
本
通
運
株)滝
川
営
業
支
店
滝
川

通
運
株
式
会
社、
滝
川
自
動
車
運
輸
株
式
会
社、
滝
川
北
自
運
輸

株
式
会
社

第
四
節

第
五節

魚
菜
市
場
:

滝
川
地方
卸
売
市
場
株
式
会
社

第
六
節
回

送
業
…

精
米

業
:

戦
時
中
の
商
工
業・・

商
工
会
:

工
会
、
滝
川
市
商
工
業
振
興
委
員
会、
商
工
振
興
委
員
会、
共
済

滝
川
商
工
会
議
所、
商
業
近
代
化
地
域
計
画
の
策
定、
江
部
乙
商

第
九
節

制
度

中
空
知
砂
利
協
業
組
合、
滝
川
食
糧
小
売
商
業
協
同
組
合、
空
知

・・四
三九

第
十
節
製
造

業
・・・

北
炭
機
械
工
業
株
式
会
社
滝
川
工
場、
サー
ク
ル
鉄
工
株
式
会
社

千
田
組
株
式
会
社
中
山
組
本
店
不
二
建
設
株
式
会
社

支
店
株
式
会
社
泰
進
建
設
田
端
建
設
株
式
会
社
株
式
会
社

滝
川
建
設
協
会
株
式
会
社
居
林
組
株
式
会
社
神
部
組
株
式

会
社
斉
藤
組
笹
木
産
業
株
式
会
社
三
共
舗
道
株
式
会
社
滝
川 :
四
一
一

滝
川
中
央
工
業
団
地、
中
空
知
流
通
団
地

第
八
節
工
業
団
地

株
式
会
社
滝
川
営
業
所
滝
川
ガ
ス
株
式
会
社

川
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
(総
合
技
術
研
修
所
)

滝
川
火
力
発
電
所
の
閉
所
と
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
誕
生
滝

北
海
道
電
力

・・四〇
九

四
〇
七

第
六
節

第
五
節
電
気
業
・

株
式
会
社
藤
井
製
材
所

第
四
節
木

材
業
・

第
三
節

製
糸

業
:

第
二
節
酒
造

業
・

虎
谷
醸
造
店

第
一
節
味
噌
・
醤
油
醸
造
業
:

<
下
二
〇
六
>

<下
二
〇
八>

四
〇
六

第
一
節
創
始
時
代
・

第
三章

商

第
二
節

第
三
節
運
送

業
…

明
治
末
・
大
正
時
代
の
商
況…

・<下
二
三
九
>

<
下
二
四
四>

・四
三
一

倉
庫

業
:

<
下
二
四
七>

・四
三
三

<
下
二
五
〇
>

<
下
二
五
二>

<
下
二
五
五
>

・四
三
四

第
七
節

第
八
節

第
十
節
協
同
組
合
・・・・

10

日
本
ヒ
ュ
ー
ム
管
(株)滝

川
工
場、
北
興
化
学
工
業
株
式
会
社、 ・四

二
〇

・・四
〇
六

・<下
二
一〇
>

<
上二
一
一>

軍
需
工
場
・

第
七節

電
力
・
ガ
ス…

第
九
節
建
設
業

業



地
方
石
油
業
協
同
組
合、
滝
川
銀
座
名
店
街
協
同
組
合、
滝
川
鈴

蘭
名
店
街
協
同
組
合、
滝
川
地方
骨
材
協
同
組
合、
協
同
組
合
滝

川
デ
パ
ー
ト
・
プ
ロス
ビ
ル、
広
告
美
術
塗
装
業
協
同
組
合、
滝

川
地方
たば
こ
販
売
協
同
組合、

商業
協
同
組
合シ
ョ
ップ
メイ

ト、
丸
協
道
央
荷
受
協
同
組
合、
滝
川
古
物
商
組
合、
滝
川
酒
販

協
同
組
合、
滝
川
小
売
酒
販
組
合

・四
四
一

第
十
一節

商
店

街
・

滝
川
銀
座
商
店
街
振
興
組
合、
鈴
蘭
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念
事
業、
川
の
科
学
館、
記
念
碑と
モ

ニ
ュ
メン
ト
の
除
幕
当
日
の
そ
の
他
行
事

第
五
節
関
係
官
庁
・
団
体
・
組
合
・・

札
幌
開
発
建
設
部
滝
川
道
路
事
務
所、
歴
代
所
長、
札
幌
土
木
現

業
所
滝
川
出
張
所、
日
本
道
路
公
団
札
幌
建
設
部
滝
川
工
事
事
務

所、
石
狩
川
治
水
促
進
期
成
会、
総
会
決
議、
道
路
保
護
組
合、.

河
川
愛
護
組
合

第
十
二
編
治

防

女

第
一
章
国

第
一
節
徵戦
争
・
事
変
・

第
三
節
町
内
国
防
・

第
四
節
陸
上
自
衛
隊
滝
川
駐
と
ん
部
隊
・・・

移
駐
後
の
現
況
滝
川
駐
と
ん
部
隊
の
構
成
自
衛
隊
誘
致
に
関

察
<
下
七三
七
>

・六
三
一

警
第
二
章

第
一
節
開
村
前
の
警
察
概
要・・

第
三節

公
安
・
防
犯・

札
幌
鉄
道
公
安
室
滝
川
公
安
分
室
の
廃
止
滝
川
地
区
防
犯
協
会

・・六
三
一

<下
六
七
五
>

第
二
節
滝
川
警
察
署
…

・・六
一
八

・六
〇
九

第
五
節

次

<
下
六
一
九>

<
下
六
二
四
>

<
下
六
二
八
>

<
下
六
三
一>

・・五
九
六

・五
九
九

:六
〇
〇

第
十
二
節

第
十
三
節

<下
七
一
一>

・<下
七
一
三
>

・<
下
七
一
六
>

…
六
二
七

兵
:

第
二
節

す
る
補
説

14

第
二
節

第
三
節
風
水
害
・・・

六
〇
三



江
部
乙
防
犯
協
会
滝
川
市
防
犯
協
会

法

開
村
前
後
及
び
終
戦
ま
で
の
概
説
・・・

裁
判
所
:

第
三節

札
幌
法
務
局
滝
川
支
局
:

第
四
節
検
察

庁
…

滝
川
地
区
保
護
司
会
:

人
権
擁
護
委
員
..

第
七
節
滝
川
公
証
役
場
・・・

第
四
章
消

防

第
一
節
消
防

組
.

警
防
団
:

自
治
体
消
防・

第
四
節
広
域
消
防
:

広
域
消
防
事
務
組
合
滝
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
ター

消
防
訓
練
塔
滝
川
消
防
署
北
分
遣
所
の
推
移
車
両
等
の
整
備

サ
イ
レン
塔
の
設
置
三
〇
メー
ト
ル
梯
子
付
消
防
自
動
車
の
配

置
出
動
・
訓
練・
記
念
式等

北
海
道
消
防
大
会
各
種
受

賞
・
表
彰
等
広
域
消
防
統
計

滝
川
市
消
防
協
会
防
災
会
議
滝
川
地
区
危
険
物
安
全
協
会

滝
川
市
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
防
災
対
策
・
応
急
復
旧
・
救
助 ・六
五
〇

第
十
三編

生
活
と
文
化

第
一章

市
民
生
活
の
推
移

第
一
節
衣
・
食
・
住
の
変
遷・・

新
生
活
運
動、
滝
川
公
害
防
止
協
会、
公
害
防
止
<
北
興
化
学
工

業
(㈱)工
場
誘
致
に
つ
いて
の
確
約
書、
赤
平
製
紙(株)と

の
公
害
防

止
協
定>

結
婚
相
談、
露
店
の
消
え
た
「
お
祭
り
」、
小
売
価

格
の
動
向

映
画
館
・
劇
場
・
娯
楽
・・

シ
ネ
マシ
ア
タ
ー
、
パ
チ
ン
コ、
有
北
星
商事
企画、

有
日
新
会

館
グ
ラン
ド
黄
金、
ゴ
ー
ル
デ
ン
東
京
滝
川
店、
ポ
パ
イ
遊
戯

場
、
ボー
リ
ン
グ
「タ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
」

第
二
章

通
信
・
報
道便
・

滝
川
郵
便
局、
江
部乙
郵
便
局、
東
滝
川
郵
便
局、
滝
川
泉
町
郵

便
局、
滝
川
黄
金
郵
便
局、
滝
川
本
町
郵
便
局、
滝
川
駅
前
郵
便

局
、
滝
川
有
明
郵
便
局、
滝
川
滝
の
川
郵
便
局、
北
海
道
郵
便
逓

送
株
式
会
社
滝
川
営
業
所

電
信
・
電
話
・

N
T
T
滝
川
営
業
所

道:

=

読
売
新
聞
社滝
川
通信
部、
北
海
タイ
ムス
滝
川
支社、

北海
道

新
聞
社
滝
川
支
局、
朝
日
新
聞
社
滝
川
通
信
局、
毎
日
新
聞
社
滝

川
通
信
部、
空
知
情
報
新
聞
社、
ロ
ー
カ
ル新
聞
社、
株
式
会
社

第
三節

報
六
六
八

・・六
六
七

第
五
節
消
防
後
援
・・・

目
次 活
動
等
の
協
力
団
体

・<下
七
四
九
>

・六
三
七

六
三
五

・六
三
五

・六
三
四

第
二
節
市
民
生
活
運
動

・<下
七
八
九
>

・
六
五
七

第
三
節

・六
六
二

・六
六
五

第
二
節

<
下
七
六
七>

・・・・・六
三九

・<
下
七
六
六
>

<
下
七
六
〇
>

・六
三三

第
三
章
司

第
一
節

第
二
節

第
五
節

第
六
節

六
三
七

第
三節

第
一節

郵

第
二
節

15



目

第
四
節
放

七〇
二

第
四
章
文
化
財
・
史
跡

第
一
節
滝
川
市
の
文
化
財
・・

第
一
号
高
畑
利
宜
資
料
第
二
号
屯
田
兵
第二
大
隊
第三
中
隊
文

書
第
三
号
華
月
館
第
四
号
滝
川
産
海
牛
化
石
第
五
号
屯
田

兵
屋
第
六
号
牧
羊
石
造
サ
イ
ロ

第
二
節
史
跡
標
柱
・・・

1
行
政
に
関
す
る
史
跡
2
屯
田
兵
に
関
す
る
史
跡
3
交
通
・

運
輸
・
治
水
・
通
信
に
関
す
る
史
跡
4
治
安
に
関
す
る
史
跡

5
教
育
に
関
す
る
史
跡
6
宗
教
に
関
す
る
史
跡
7
産
業
・
経

済
・
そ
の
他
の
史
跡

記
念
碑
・
記
念
像
等

1
空
知太
地
域
2
空
知
大
橋、
文
化
セン
ター
付
近
3
市
役

所
付
近
4
滝
川
神
社
境
内
5
一
の
坂
付
近
6
栄
町
・
西
町

方
面
7
文
京
町
・
市
民
会
館
附
近
8
滝
の
川
公
園
9
滝
の

川
斎
苑
10江
部乙
神
社
境
内
1
江
部乙
市
街
12東
滝川
方

面像
等
1
地
神
宮
・
水
神
宮
2
農
業
に
関
す
る
記
念
碑
3
馬
頭
観
音

第
五
章
観

光

第
一
節
市
内
観
光
.:..

水
郷
滝
川
公
園、
北
泉
岳
寺
北
海
道
四
十
七
義
士
の
墓
、
道
立
滝

川
畜
産
試
験
場、
滝
の
川
運
動
公
園、
丸
加
高
原、
航
空
公
園、

池
の
前
水
上
公
園、
北
電
公
園、
チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん
コ
レ
ク
シ
ョ

ン、
江
部乙
フ
ル
ー
ツ
農
園、
社
団
法
人
た
き
かわ
観光
協
会

七
六
一

第
七
節
滝
川
の
イ
ベ
ン
ト
:

滝
川
し
ぶ
き
祭、
滝
川
市
民
冬
ま
つ
り
、
コ
ス
モ
ス
祭
り

・六
九
三

六
七
〇

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

第
一
節
文
化
活
動
:

滝
川
文
化
協
会、
江
部
乙
町
文
化
団
体
協
議
会、
滝
川
市
文
化
団

体
連
絡
協
議
会、
文
化
功
労
賞
・
文
化
奨
励
賞

趣
味
・
芸
能
・・

滝
川
珠
算
連
盟
、
滝
川
シ
レ
ニ
ア
会、
滝
川
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

第
二
節

ラ
ブ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
、
ゴ
ル
フ

財
団
法
人
滝
川
市
体
育
協
会、
ス
ポ
ー
ツ
賞、
「は
ま
な
す
国
体」

第
三
節
体

育
・

文

(第
四
四回
国民
体
育大
会)

芸
・

第
五
節
社
会
活
動
・

滝
川
市
郷
土
研
究
会、
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員、
滝
川
ロー
タ

リ
ー
クラ
ブ
、
滝
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラブ
、
滝
川
中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
クラ
ブ
、
滝
川
レ
オ
クラ
ブ、
江
部乙
ラ
イ
オ
ン
ズ
クラ
ブ
、

社
団
法
人
滝
川
青
年
会
議
所、
滝
川
市
消
費
者
協
会

・六
九
一

第
六
節
憩
い
の
場
・

滝
の
川
運
動
公
園、
北
電
公
園、
空
知
川
緑
地、
海
牛
公
園、
石

狩
川
河
川
敷、
滝
川
市
民
ゴ
ル
フ
場
、
公
衆
浴
場

次空
知
新
聞
社、
北
海
空
知、
広
報
た
き
か
わ

送

・

組
合
シ
ョ
ッ
プ
メ
イ
ト
放
送
部

テ
レ
ビ
放
送、
N
H
K
滝
川
通
信
部、
ラ
ジ
オ
放
送
商
業
協
同六
七
二

六
七
七

・六
七
九

第
三
節

第
四
節

<
下
九
一二
>

六
八
六

第
四
節
地
・
水
神
宮
と
農
業
関
係
の
碑
…

七
五
二

16

・七
〇
四

七
一
七



第
二
節
滝
川
市
の
周
辺
観
光・

芦
別
市
(芦
別
温
泉、
北
の
京
芦
別
)、
赤
平
市
(エ
ル
ム
森
林

公
園、
エ
ル
ム
ス
ポー
ツゾ
ー
ン)、
砂
川
市
(子
ど
も
の
国)、

歌
志
内
市
(
かも
い
岳
ス
キ
ー
場
・
悲
別
ロ
マン
座)、

奈
井
江

町
(な
い
え
温
泉
ホ
テ
ル
北
の
湯
)、
上
砂
川
町
(上
砂
川
岳
温

泉
、
日
本
庭
園)、

浦
臼
町
(鶴
沼
公
園)、

新
十
津
川
町
(ふ
る

さ
と
公
園
)、
雨
竜
町
(雨
竜
沼
と
南
暑
寒
別
岳)

七
七
一

付
一
昭
和
か
ら
平
成
へ

付
二

二
世
紀
に
飛
躍
す
る
滝
川
・

・七
七
六

1
開
基
一
〇
〇
年
記
念
事
業
企
画
推
進
会
議・

3

開
基
一〇
〇
年
記
念
事
業
等
実
施
本
部

滝
川
市
開
基
一
〇
〇
年
記
念
事
業
実
施
の
あ
ゆ
み
…

・七
八
二

・七
八
〇

・七
七
六

4
巌
粛
な
な
か
にも
盛
大
な
『記
念
式
典
』

七
月
一
日、
当
日
の
記
念
行
事・・

・七
八
五

市
民
ぐ
る
み
の
祝
賀
行
事
「
前
夜
祭
」

・七
八
七

7
歓
迎
レ
セプ
シ
ョ
ン・

・七
九
三

七
八
八

・七
八
八

七
九
四

表
(明
治
時
代
以
降
の
主
な
事
項
)

年

開
基
一〇
〇
年
記
念
の
主
な
協
賛
行
事・・

9

結目

編
さ
ん
を
終
え
て

次

:
八
八
五

17

256

O 98 76 5 4 3 2 18

び

主
な
記
念
事
業・

・七
八
三

・・七
九
七

七
六
六
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